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１ 調査概要 

 

１．調査目的 

 

県内事業所のユニバーサルデザインの取組状況と取り組む上での課題を明らかにし、ユニ

バーサルデザイン施策を、今後ともより効果的に進めていくための資料とする。 

 

２．調査設計 

 

（調 査 対 象） 静岡県内の従業員規模が５人以上の事業所 

（抽 出 方 法） 無作為抽出 

（標 本 数） 2,000事業所 

（調 査 方 法） 郵送配布・郵送回収 

（調 査 期 間） 平成27年10月５日（月）～平成27年10月31日（土） 

 

３．回収結果 

 

（配 布 数） 2,000事業所 

（回 収 数）  815事業所 

（有効回収数）  788事業所 ※回収数から白票などの無効票を引いた数 

（有効回収率）  39.4％ 

 

４．報告書を見る際の注意点 

 

・基数となるべき調査数はＮとして記載し、回答比率はこれを100％として算出している。 

・比率はすべて百分率で表し、小数点以下第２位を四捨五入しているため、百分率の合計

が100％にならない場合がある。 

・複数回答可能な設問では、回答比率の合計が100％を超える場合がある。 
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５．結果の概要 

（１）ユニバーサルデザインの認知度 

・「ユニバーサルデザインという言葉を聞いたことがある」と「言葉の意味まで知ってい

た」と回答した割合を合わせた「ユニバーサルデザインの認知度」については76.9％

となっており、この内「言葉の意味まで知っていた」と回答した割合が48.1％と、平

成24年度の調査結果と比較して7.5ポイント上昇した。 

 

（２）ユニバーサルデザインの取組状況 

・「ユニバーサルデザインを取り入れている」と回答した事業者の割合が53.0％と、平成

24年度の調査結果である46.8％から6.2ポイント上昇しており、これまでの調査で初め

て５割を上回る結果となった。 

 

（３）課題 

・実際に事業にユニバーサルデザインを取り入れている事業者の４分の１以上が「情報

が不足している」と回答した。 

・まだ事業にユニバーサルデザインを取り入れていない事業者の約半数が「取り入れ方

がわからない」と回答した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「ユニバーサルデザイン」 
という言葉の認知度 

意味まで

知っていた

48.1% 

言葉を聞いたことは

あるが、意味は

知らなかった

28.8% 

今回初めて聞いた

20.9% 

わからない

1.9% 

無回答

0.3% 

（N=788）
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ル
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イ
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取

り
入
れ
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わ
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ら
な
い
か
ら
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究
・
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経
費
が
か
か
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か
ら
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令
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が
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か
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務
上
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が
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か
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な
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か
ら
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益
に
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が
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い
か
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競
合
他
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取
り
入
れ
て

い
な
い
か
ら
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メ
ー

ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
ら

な
い
か
ら

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
価
値
が
上

が
ら
な
い
か
ら

競
合
他
社
が
す
で
に
取
り
入
れ

て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

47.2 

19.7 
13.8 11.5 

8.2 
4.1 3.3 1.5 1.1 0.0 

19.7 

1.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%
（N=269）

ユニバーサルデザインを 
取り入れていない理由 

取り入れて

いる

53.0% 

取り入れて

いない

46.0% 

無回答

1.0% 

（N=585）

事業を営む上での 
ユニバーサルデザインの取り入れ状況 

ユニバーサルデザインを 
取り入れる上での課題 

情
報
が
不
足
し
て
い
る

生
産
コ
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ト
が
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利
益
に
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が
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て
い
な
い

ガ
イ
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ラ
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な
い
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不
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令
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の
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る

顧
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の
理
解
が
得
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れ
な
い

そ
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他

無
回
答

26.8 
26.1 

22.9 

15.8 15.8 
12.3 
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3.2 2.6 
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7.4 
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20%

30%
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が
不
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て
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６．調査標本数一覧 

 

＜産業分類別＞ ＜従業員規模別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜所在地別＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市郡名 区町名 抽出事業所数

葵区 176

駿河区 117

清水区 116

中区 157

東区 77

西区 63

南区 55

北区 38

浜北区 40

天竜区 14

沼津市 109

熱海市 22

三島市 53

富士宮市 65

伊東市 33

島田市 57

富士市 150

磐田市 87

焼津市 81

掛川市 52

藤枝市 61

御殿場市 37

静岡市

浜松市

市郡名 区町名 抽出事業所数

袋井市 43

下田市 14

裾野市 30

湖西市 29

伊豆市 18

御前崎市 23

菊川市 16

伊豆の国市 19

牧之原市 28

東伊豆町 7

河津町 2

南伊豆町 1

松崎町 3

西伊豆町 3

田方郡 函南町 16

清水町 28

長泉町 19

小山町 13

吉田町 17

川根本町 6

周智郡 森町 5

2,000総計

賀茂郡

駿東郡

榛原郡

産業分類 抽出事業所数

農林業 11

漁業 2

鉱業，採石業，砂利採取業 1

建設業 190

製造業 308

電気・ガス・熱供給・水道業 5

情報通信業 18

運輸業，郵便業 81

卸売業，小売業 503

金融業，保険業 49

不動産業，物品賃貸業 40

学術研究，専門・技術サービス業 57

宿泊業，飲食サービス業 238

生活関連サービス業，娯楽業 83

教育，学習支援業 79

医療，福祉 206

複合サービス事業 20

サービス業（他に分類されないもの） 109

総計 2,000

従業員規模 抽出事業所数

５～９人 940

10～19人 579

20～29人 196

30～49人 134

50～99人 85

100～199人 38

200～299人 10

300～499人 10

500～999人 4

1,000人以上 4

総計 2,000
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２ 調査結果 

 

１．所在地 

（ア）所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．業種 

（イ）業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部地区

33.4% 

中部地区

33.2% 

西部地区

32.0% 

無回答

1.4% 

（N=788）
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運
輸
・
通
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業

卸
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・
小
売
業
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飲
食
店

金
融
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保
険
業

不
動
産
業

サ
ー
ビ
ス
業

そ
の
他

無
回
答

1.5 
0.1 

11.7 
14.1 

2.2 
4.7 

21.3 

3.7 
0.9 

25.5 

11.7 

2.7 

0%

10%

20%

30%
（N=788）
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３．従業員規模 

（ウ）事業所の従業員規模 
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０
０
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０
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無
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44.9 

29.1 

14.1 

5.1 
2.9 

0.8 0.6 
2.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%
（N=788）
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４．「ユニバーサルデザイン」という言葉の認知度 

問１ 「ユニバーサルデザイン」とは、年齢、性別、身体能力など人々が持つ様々な特性や

違いを認め合って、はじめから、できるだけすべての人が利用しやすい、すべての人

に配慮した製品、建物、サービス、環境等をデザインしていこうとする考え方です。

貴事業所は、この「ユニバーサルデザイン」という言葉を知っていましたか。あては

まるもの１つに○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

「ユニバーサルデザイン」という言葉の認知度は、「意味まで知っていた」が48.1％と最も

多く、次いで「言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった」が28.8％、「今回初めて聞

いた」が20.9％、「わからない」が1.9％となっている。 

 

  

意味まで知っていた

48.1% 

言葉を聞いたことはあるが、

意味は知らなかった

28.8% 

今回初めて聞いた

20.9% 

わからない

1.9% 

無回答

0.3% 

（N=788）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

所在地別では、どの地区も同様の傾向となっている。 

業種別では、「意味まで知っていた」は“その他”で67.4％と最も多くなっている。 

従業員規模別では、“５～９人”で「意味まで知っていた」が42.1％と５割を下回っている。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

業種によって認知度にばらつきがあり、“５～９人”の事業所の認知度が低い。全体的なＰ

Ｒだけではなく、業種の特性や規模に応じたＰＲが必要である。 

  

調
査
数

意
味
ま
で
知
っ

て
い
た

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る

が
、

意
味
は
知
ら
な
か
っ

た

今
回
初
め
て
聞
い
た

わ
か
ら
な
い

無
回
答

東部地区 263 44.5 29.3 24.0 2.3 -

中部地区 262 49.6 30.2 18.3 1.5 0.4

西部地区 252 50.8 27.0 20.2 1.6 0.4

農林漁業 12 - 66.7 33.3 - -

鉱業 1 - 100.0 - - -

建設業 92 50.0 30.4 18.5 1.1 -

製造業 111 36.9 35.1 24.3 1.8 1.8

電気・ガス・
熱供給・水道業

17 58.8 23.5 17.6 - -

運輸・通信業 37 45.9 27.0 24.3 2.7 -

卸売・小売業、
飲食店

168 41.1 31.0 25.0 3.0 -

金融・保険業 29 41.4 31.0 27.6 - -

不動産業 7 42.9 57.1 - - -

サービス業 201 56.2 23.9 19.4 0.5 -

その他 92 67.4 18.5 10.9 3.3 -

５～９人 354 42.1 36.2 19.8 1.7 0.3

10～29人 229 50.7 22.3 24.9 2.2 -

30～99人 111 53.2 26.1 18.0 1.8 0.9

100～299人 40 65.0 17.5 15.0 2.5 -

300～999人 23 52.2 17.4 30.4 - -

1,000～1,999人 6 83.3 16.7 - - -

2,000人以上 5 80.0 20.0 - - -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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＜年度別結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年度別結果の分析＞ 

年度別では、「意味まで知っていた」は平成27年度で48.1％と、平成24年度に比べて7.5ポ

イント多くなっている。しかし、「意味まで知っていた」と「言葉を聞いたことはあるが、意

味は知らなかった」の合計は76.9％と、前回調査の76.1％と比較してあまり変化がなかった。 

一方、「今回初めて聞いた」は平成27年度で20.9％と、平成24年度に比べて0.7ポイント減

ったが、平成16年度以降ほぼ横ばいで推移している。 

 

＜年度別結果からの考察＞ 

事業者にとって身近なユニバーサルデザインを取り入れた施設、サービスや環境を活用し、

より分かりやすくＰＲしていく方法の検討が必要である。また、「意味まで知っていた」の割

合をより一層高めることができる工夫の検討も併せて必要である。 

  

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成21年度

平成24年度

平成27年度

19.0 

24.5 

28.8 

30.9 

39.7 

41.4 

38.4 

39.7 

40.6 

48.1 

31.0 

34.4 

36.8 

39.5 

37.5 

33.0 

36.4 

38.1 

35.5 

28.8 

48.5 

39.8 

31.3 

27.9 

21.4 

24.1 

24.0 

20.3 

21.6 

20.9 

1.5

1.3

3.1

1.0

0.4

0.7

0.7

1.5

1.4

1.9

0.7

0.9

0.7

0.5

0.4

0.8

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意味まで知っていた

言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった

今回初めて聞いた

わからない

無回答
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５．事業を営む上でのユニバーサルデザインの必要性 

問２ 貴事業所は、誰もが、「使いやすい製品づくり」、「買い物しやすい店舗づくり」、「働き

やすい職場環境づくり」など、事業を営む上でユニバーサルデザインの考え方を取り

入れていく必要があると考えますか。あてはまるもの１つに○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

事業を営む上でのユニバーサルデザインの必要性は、「必要がある」が74.2％、「必要がな

い」が25.6％となっている。 

  

必要がある

74.2% 

必要がない

25.6% 

無回答

0.1% 

（N=788）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

業種別では、「必要がある」は“金融・保険業”で86.2％と最も多くなっている。一方、“製

造業”や“不動産業”で「必要がない」が他の業種と比べてやや多くなっている。 

従業員規模別では、“2,000人以上”で「必要がない」と回答した事業所はなかった。また、

従業員規模が大きくなるほど「必要がある」が多くなる傾向にある。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

従業員規模、業種に合ったＰＲ方法が必要である。 

  

調
査
数

必
要
が
あ
る

必
要
が
な
い

無
回
答

東部地区 263 72.6 27.4 -

中部地区 262 73.7 26.3 -

西部地区 252 76.2 23.8 -

農林漁業 12 83.3 16.7 -

鉱業 1 - 100.0 -

建設業 92 68.5 31.5 -

製造業 111 55.0 45.0 -

電気・ガス・
熱供給・水道業

17 64.7 35.3 -

運輸・通信業 37 78.4 21.6 -

卸売・小売業、
飲食店

168 75.0 25.0 -

金融・保険業 29 86.2 13.8 -

不動産業 7 57.1 42.9 -

サービス業 201 83.1 16.9 -

その他 92 79.3 20.7 -

５～９人 354 71.8 28.2 -

10～29人 229 72.5 27.5 -

30～99人 111 76.6 23.4 -

100～299人 40 82.5 17.5 -

300～999人 23 91.3 8.7 -

1,000～1,999人 6 83.3 16.7 -

2,000人以上 5 100.0 - -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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＜年度別結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年度別結果の分析＞ 

年度別では、「必要がある」は平成27年度で74.2％と、平成24年度に比べて3.0ポイント多

くなっているが、平成21年度以降あまり変化はみられない。 

今回の調査では「必要がある」が74.2％となり、平成15年度の75.6％に次ぐ多さとなって

いる。 

 

＜年度別結果からの考察＞ 

ユニバーサルデザインの考え方が必要であることを事業所が認識するようにこれまでのＰ

Ｒを見直し、ユニバーサルデザインの事業所としての役割や導入のメリットなどについて新

たなＰＲ方法を検討することが必要である。 

 

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成21年度

平成24年度

平成27年度

67.5 

68.0 

69.7 

75.6 

65.3 

64.9 

63.6 

72.2 

71.2 

74.2 

31.9 

31.5 

28.2 

24.4 

33.8 

34.3 

36.3 

26.8 

27.5 

25.6 

0.6 

0.6 

2.1 

0.9 

0.7 

0.2 

0.9 

1.2 

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要がある 必要がない 無回答
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６．ユニバーサルデザインを取り入れる必要がないと考える理由 

【問２で「２ 必要がない」と回答した事業所のみ】 

問３ 必要がないと考える理由は何ですか。あてはまるものすべてに○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

ユニバーサルデザインを取り入れる必要がないと考える理由は、「業務上関係がないから」

が71.8％と最も多く、次いで「顧客のニーズがないから」が32.7％、「製品・サービスの価値

が上がらないから」が9.9％などとなっている。 

  

業
務
上
関
係
が
な
い
か
ら

顧
客
の
ニ
ー
ズ
が
な
い
か
ら

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
が
上

が
ら
な
い
か
ら

利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
か
ら

研
究
・
開
発
を
行
う
人
材
が
不

足
し
て
い
る
か
ら

法
令
等
の
規
制
や
義
務
が
な
い

か
ら

研
究
・
開
発
に
経
費
が
か
か
り

そ
う
だ
か
ら

競
合
他
社
が
ま
だ
取
り
入
れ
て

い
な
い
か
ら

競
合
他
社
が
す
で
に
取
り
入
れ

て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

71.8 

32.7 

9.9 9.4 8.9 7.9 6.9 4.0 1.0 

11.9 

1.0 
0%

20%

40%

60%

80%
（N=202）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

業種別では、“建設業”で「研究・開発を行う人材が不足しているから」が20.7％と、他の

業種に比べてやや多くなっている。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

「業務上関係がないから」と答える割合が高いが、顧客に直接関係する商品やサービスだ

けでなく、労働環境にも関係することをＰＲする必要がある。 

また、“建設業”で「研究・開発を行う人材が不足しているから」が多いことから、“建設

業”に対しての人的支援が必要である。 

調
査
数

業
務
上
関
係
が
な
い
か
ら

顧
客
の
ニ
ー

ズ
が
な
い
か
ら

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
価
値
が

上
が
ら
な
い
か
ら

利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
か
ら

研
究
・
開
発
を
行
う
人
材
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

法
令
等
の
規
制
や
義
務
が
な

い
か
ら

研
究
・
開
発
に
経
費
が
か
か

り
そ
う
だ
か
ら

競
合
他
社
が
ま
だ
取
り
入
れ

て
い
な
い
か
ら

競
合
他
社
が
す
で
に
取
り
入

れ
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

東部地区 72 72.2 34.7 8.3 9.7 11.1 6.9 6.9 2.8 - 11.1 1.4

中部地区 69 71.0 33.3 10.1 7.2 8.7 8.7 5.8 7.2 1.4 11.6 -

西部地区 60 73.3 30.0 11.7 11.7 6.7 8.3 8.3 1.7 1.7 11.7 1.7

農林漁業 2 100.0 - - - - - - - - - -

鉱業 1 100.0 - - - - - - - - - -

建設業 29 75.9 34.5 13.8 10.3 20.7 13.8 13.8 6.9 - 10.3 -

製造業 50 78.0 34.0 20.0 10.0 10.0 8.0 4.0 8.0 - 4.0 2.0

電気・ガス・
熱供給・水道業

6 66.7 16.7 16.7 - - - - - - 16.7 -

運輸・通信業 8 75.0 25.0 - - - - - - - 37.5 -

卸売・小売業、
飲食店

42 64.3 42.9 4.8 14.3 2.4 2.4 9.5 4.8 2.4 16.7 2.4

金融・保険業 4 75.0 25.0 - 25.0 - 25.0 - - - - -

不動産業 3 100.0 33.3 - - - - - - - - -

サービス業 34 67.6 35.3 5.9 11.8 11.8 11.8 8.8 - 2.9 11.8 -

その他 19 68.4 10.5 5.3 - 10.5 10.5 5.3 - - 15.8 -

５～９人 100 75.0 32.0 10.0 8.0 11.0 7.0 7.0 2.0 1.0 5.0 1.0

10～29人 63 76.2 34.9 7.9 9.5 6.3 7.9 4.8 4.8 - 12.7 -

30～99人 26 65.4 30.8 11.5 15.4 11.5 15.4 11.5 11.5 - 26.9 3.8

100～299人 7 14.3 28.6 14.3 - - - - - 14.3 28.6 -

300～999人 2 50.0 50.0 50.0 50.0 - - 50.0 - - - -

1,000～1,999人 1 100.0 - - - - - - - - 100.0 -

2,000人以上 - - - - - - - - - - - -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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７．ユニバーサルデザインを取り入れる必要があると考える理由 

【問２で「１ 必要がある」と回答した事業所のみ】 

問４ 必要があると考える理由は何ですか。あてはまるものすべてに○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

ユニバーサルデザインを取り入れる必要があると考える理由は、「顧客のニーズがあるから」

が50.6％と最も多く、次いで「業務上関係があるから」が46.8％、「製品・サービスの価値が

上がるから」が41.5％などとなっている。 

  

顧
客
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ら

業
務
上
関
係
が
あ
る
か
ら

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
が
上

が
る
か
ら

利
益
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る

か
ら

新
た
な
市
場
に
な
り
そ
う
だ
か

ら 競
合
他
社
が
す
で
に
取
り
入
れ

て
い
る
か
ら

話
題
に
な
っ
て
い
る
か
ら

競
合
他
社
が
ま
だ
取
り
入
れ
て

い
な
い
か
ら

研
究
・
開
発
を
行
う
人
材
が
不

足
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

50.6 
46.8 

41.5 

26.3 

12.1 

5.6 5.6 
2.9 2.1 

9.4 
5.1 

0%

20%

40%

60%
（N=585）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

業種別では、“農林漁業”と“製造業”では「製品・サービスの価値が上がるから」が最も

多くなっている。また、“運輸・通信業”と“その他”では「業務上関係があるから」が最も

多くなっている。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

業種によって必要な理由は様々であるが、“電気・ガス・熱供給・水道業”では「新たな市

場になりそうだから」というビジネスチャンスとしての側面があることがわかる。ユニバー

サルデザインを導入することのメリットだけでなく、ビジネスチャンスとしての側面もＰＲ

していくことで、必要性の理解を深めることができると考えられる。 

調
査
数

顧
客
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
か
ら

業
務
上
関
係
が
あ
る
か
ら

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
価
値
が

上
が
る
か
ら

利
益
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ

る
か
ら

新
た
な
市
場
に
な
り
そ
う
だ

か
ら

競
合
他
社
が
す
で
に
取
り
入

れ
て
い
る
か
ら

話
題
に
な
っ

て
い
る
か
ら

競
合
他
社
が
ま
だ
取
り
入
れ

て
い
な
い
か
ら

研
究
・
開
発
を
行
う
人
材
が

不
足
し
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

東部地区 191 47.6 44.0 43.5 28.8 13.6 6.3 4.2 2.6 2.6 8.9 6.8

中部地区 193 48.2 44.6 37.8 21.8 13.0 5.7 6.7 2.6 1.6 11.9 5.2

西部地区 192 57.3 52.6 43.8 27.1 9.9 5.2 6.3 3.6 2.1 7.8 2.6

農林漁業 10 40.0 20.0 50.0 20.0 - - 10.0 - 10.0 10.0 10.0

鉱業 - - - - - - - - - - - -

建設業 63 50.8 44.4 42.9 30.2 17.5 7.9 12.7 4.8 4.8 11.1 4.8

製造業 61 27.9 37.7 52.5 31.1 19.7 1.6 4.9 4.9 6.6 9.8 4.9

電気・ガス・
熱供給・水道業

11 54.5 45.5 54.5 45.5 36.4 18.2 9.1 - - 18.2 -

運輸・通信業 29 37.9 48.3 31.0 24.1 10.3 6.9 10.3 3.4 3.4 13.8 10.3

卸売・小売業、
飲食店

126 54.0 38.1 47.6 34.1 15.9 9.5 4.8 4.0 0.8 11.9 3.2

金融・保険業 25 44.0 44.0 32.0 16.0 8.0 4.0 8.0 - - 8.0 4.0

不動産業 4 75.0 50.0 - 25.0 25.0 - - - - 25.0 -

サービス業 167 61.7 52.1 39.5 21.0 8.4 4.2 3.6 1.8 - 6.0 6.6

その他 73 52.1 65.8 34.2 15.1 1.4 4.1 4.1 2.7 1.4 8.2 2.7

５～９人 254 48.0 44.5 39.4 29.1 14.6 5.1 4.7 1.6 2.0 11.8 3.9

10～29人 166 52.4 48.8 44.0 29.5 12.0 5.4 7.2 4.2 2.4 7.2 4.2

30～99人 85 52.9 48.2 38.8 20.0 8.2 5.9 5.9 4.7 2.4 8.2 9.4

100～299人 33 57.6 48.5 36.4 15.2 6.1 6.1 6.1 6.1 3.0 15.2 9.1

300～999人 21 42.9 52.4 66.7 19.0 9.5 14.3 4.8 - - 4.8 -

1,000～1,999人 5 100.0 40.0 80.0 - - 20.0 - - - - -

2,000人以上 5 80.0 80.0 40.0 - - - - - - - -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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８．事業を営む上でのユニバーサルデザインの取り入れ状況 

【問２で「１ 必要がある」と回答した事業所のみ】 

問５ 貴事業所は、事業を営む上で実際にユニバーサルデザインを取り入れていますか。あ

てはまるもの１つに○印をつけてください。例えば、値札や取扱説明書を大きく分か

りやすくしたり、開封しやすいパッケージにしたり、出入口にスロープを付けたりす

るなど、誰もが使いやすいものづくりや働きやすい職場環境づくりを心がけている、

などです。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

事業を営む上でのユニバーサルデザインの取り入れ状況は、「取り入れている」が53.0％、

「取り入れていない」が46.0％となっている。 

  

取り入れている

53.0% 

取り入れていない

46.0% 

無回答

1.0% 

（N=585）



18 

＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

業種別では、「取り入れている」は“その他”で72.6％と最も多くなっている。 

従業員規模別では、“1,000～1,999人”で「取り入れていない」と回答した事業所はなかっ

た。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

従業員規模が小さくなるほど「取り入れている」の割合が低くなる傾向にある。認知度に

関しても同様の傾向があるため、従業員規模が小さい事業所へのＰＲが必要である。 

  

調
査
数

取
り
入
れ
て
い
る

取
り
入
れ
て
い
な
い

無
回
答

東部地区 191 49.7 47.6 2.6

中部地区 193 53.9 46.1 -

西部地区 192 53.6 45.8 0.5

農林漁業 10 40.0 60.0 -

鉱業 - - - -

建設業 63 41.3 55.6 3.2

製造業 61 45.9 52.5 1.6

電気・ガス・
熱供給・水道業

11 36.4 63.6 -

運輸・通信業 29 58.6 41.4 -

卸売・小売業、
飲食店

126 42.1 57.1 0.8

金融・保険業 25 64.0 36.0 -

不動産業 4 25.0 75.0 -

サービス業 167 58.7 40.1 1.2

その他 73 72.6 27.4 -

５～９人 254 42.9 55.9 1.2

10～29人 166 54.8 44.0 1.2

30～99人 85 60.0 38.8 1.2

100～299人 33 72.7 27.3 -

300～999人 21 76.2 23.8 -

1,000～1,999人 5 100.0 - -

2,000人以上 5 40.0 60.0 -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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＜年度別結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜年度別結果の分析＞ 

年度別では、「取り入れている」は平成27年度で53.0％と、平成24年度に比べて6.2ポイン

ト多くなっている。 

「取り入れている」は平成18年度で前年度に比べてやや低くなったものの、以降は増加傾

向にあり、今回の調査で初めて５割を上回った。 

 

＜年度別結果からの考察＞ 

属性別の結果なども考え、「取り入れていない」業種や従業員規模が小さい事業所において

も取り入れていけるような方法や事例を紹介していくなど対象に合ったＰＲ活動をしていく

ことが必要である。 

平成12年度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成21年度

平成24年度

平成27年度

25.0 

26.3 

32.6 

34.0 

40.5 

41.4 

37.5 

43.2 

46.8 

53.0 

73.5 

73.2 

65.2 

66.0 

58.8 

58.0 

62.3 

55.1 

53.0 

46.0 

1.5 

0.5 

2.2 

0.7 

0.6 

0.3 

1.7 

0.2 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り入れている 取り入れていない 無回答
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９．ユニバーサルデザインを取り入れていない理由 

【問５で「２ 取り入れていない」と回答した事業所のみ】 

問６ 貴事業所がユニバーサルデザインを取り入れていない理由は何ですか。あてはまるも

のすべてに○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

ユニバーサルデザインを取り入れていない理由は、「ユニバーサルデザインの取り入れ方が

わからないから」が47.2％と最も多く、次いで「研究・開発に経費がかかりそうだから」が

19.7％、「法令等の規制や義務がないから」が13.8％などとなっている。 

  

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
取

り
入
れ
方
が
わ
か
ら
な
い
か
ら

研
究
・
開
発
に
経
費
が
か
か
り

そ
う
だ
か
ら

法
令
等
の
規
制
や
義
務
が
な
い

か
ら

業
務
上
関
係
が
な
い
か
ら

顧
客
の
ニ
ー
ズ
が
な
い
か
ら

利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
か
ら

競
合
他
社
が
ま
だ
取
り
入
れ
て

い
な
い
か
ら

イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
ら

な
い
か
ら

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
が
上

が
ら
な
い
か
ら

競
合
他
社
が
す
で
に
取
り
入
れ

て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

47.2 

19.7 

13.8 
11.5 

8.2 
4.1 3.3 1.5 1.1 0.0 

19.7 

1.5 

0%

10%

20%

30%

40%

50%
（N=269）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

所在地別では、“東部地区”で「研究・開発に経費がかかりそうだから」が28.6％と、他の

所在地に比べてやや多くなっている。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

ユニバーサルデザインと関連の深い業種においても「ユニバーサルデザインの取り入れ方

がわからないから」が多く、取り入れ方に関する情報が不足していると考えられる。業種ご

とに取り入れ方が異なることも考えられるので実情に応じた情報提供など工夫が必要である。

また、多大な経費を必要としない取り入れ方を実施する事業所や事例等の紹介を通じて、費

用面に対する意識を変えていく取り組みが求められる。 

調
査
数

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

取
り
入
れ
方
が
わ
か
ら
な
い

か
ら

研
究
・
開
発
に
経
費
が
か
か

り
そ
う
だ
か
ら

法
令
等
の
規
制
や
義
務
が
な

い
か
ら

業
務
上
関
係
が
な
い
か
ら

顧
客
の
ニ
ー

ズ
が
な
い
か
ら

利
益
に
つ
な
が
ら
な
い
か
ら

競
合
他
社
が
ま
だ
取
り
入
れ

て
い
な
い
か
ら

イ
メ
ー

ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が

ら
な
い
か
ら

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
価
値
が

上
が
ら
な
い
か
ら

競
合
他
社
が
す
で
に
取
り
入

れ
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

東部地区 91 47.3 28.6 14.3 11.0 6.6 3.3 3.3 3.3 2.2 - 19.8 1.1

中部地区 89 53.9 16.9 13.5 9.0 11.2 4.5 4.5 1.1 1.1 - 15.7 1.1

西部地区 88 39.8 13.6 12.5 14.8 6.8 4.5 2.3 - - - 22.7 2.3

農林漁業 6 66.7 16.7 - 16.7 - 16.7 - - - - 16.7 -

鉱業 - - - - - - - - - - - - -

建設業 35 40.0 14.3 17.1 11.4 20.0 2.9 5.7 - 2.9 - 22.9 -

製造業 32 37.5 18.8 28.1 31.3 12.5 3.1 3.1 - 3.1 - 15.6 -

電気・ガス・
熱供給・水道業

7 57.1 28.6 14.3 - - - - - - - 28.6 -

運輸・通信業 12 25.0 8.3 8.3 33.3 16.7 - - - - - 8.3 8.3

卸売・小売業、
飲食店

72 51.4 30.6 13.9 8.3 4.2 - 5.6 2.8 1.4 - 19.4 1.4

金融・保険業 9 44.4 11.1 22.2 - 11.1 11.1 - - - - 22.2 -

不動産業 3 33.3 - - - 33.3 - - - - - 33.3 -

サービス業 67 50.7 14.9 9.0 4.5 4.5 9.0 3.0 3.0 - - 17.9 3.0

その他 20 45.0 20.0 - 15.0 - 5.0 - - - - 30.0 -

５～９人 142 40.8 21.8 10.6 9.9 9.9 2.1 2.1 1.4 0.7 - 23.2 2.1

10～29人 73 54.8 21.9 19.2 12.3 5.5 4.1 2.7 2.7 1.4 - 13.7 -

30～99人 33 48.5 18.2 15.2 12.1 9.1 15.2 9.1 - 3.0 - 15.2 3.0

100～299人 9 55.6 - 11.1 33.3 11.1 - - - - - 33.3 -

300～999人 5 80.0 - - - - - - - - - 20.0 -

1,000～1,999人 - - - - - - - - - - - - -

2,000人以上 3 - - 33.3 33.3 - - 33.3 - - - - -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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10．ユニバーサルデザインの取り入れ方 

【問５で「１ 取り入れている」と回答した事業所のみ】 

問７ 貴事業所はユニバーサルデザインを、どのようなところに取り入れていますか。あて

はまるものすべてに○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

ユニバーサルデザインの取り入れ方は、「製品・サービスにすでに取り入れている」が50.0％

と最も多く、次いで「従業員教育を行っている」が33.5％、「労働環境を整備・改善している」

が32.3％などとなっている。 

  

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
す
で
に
取

り
入
れ
て
い
る

従
業
員
教
育
を
行
っ

て
い
る

労
働
環
境
を
整
備
・
改
善
し
て

い
る

顧
客
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て

い
る

情
報
収
集
を
行
っ
て
い
る

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
研
究
・
開

発
を
行
っ
て
い
る

ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
説
明
書
に
取

り
入
れ
て
い
る

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
・
基
準
を
作
成
し
て
い
る

見
学
コ
ー
ス
を
整
備
・
改
善
し

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

50.0 

33.5 32.3 

17.7 17.7 

9.0 
4.8 4.2 4.2 

12.3 

2.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%
（N=310）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

業種別では、“製造業”では「労働環境を整備・改善している」が57.1％と最も多くなって

いる。また、“運輸・通信業”では「従業員教育を行っている」が47.1％と最も多くなってい

る。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

製品・サービスや労働環境にユニバーサルデザインを取り入れる事業所がほとんどであり、

それ以外の視点のＰＲが不足していることがわかる。また、業種により力を入れる割合が異

なるため、具体的な事例等を示すことを通じて多様なユニバーサルデザインの取り入れ方を

ＰＲする必要がある。 

調
査
数

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
に
す
で
に

取
り
入
れ
て
い
る

従
業
員
教
育
を
行
っ

て
い
る

労
働
環
境
を
整
備
・
改
善
し

て
い
る

顧
客
に
対
す
る
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
る

情
報
収
集
を
行
っ

て
い
る

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
研
究
・

開
発
を
行
っ

て
い
る

ユ
ー

ザ
ー

向
け
の
説
明
書
に

取
り
入
れ
て
い
る

製
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
・
基
準
を
作
成
し
て

い
る

見
学
コ
ー

ス
を
整
備
・
改
善

し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

東部地区 95 51.6 28.4 32.6 13.7 18.9 5.3 4.2 4.2 5.3 15.8 4.2

中部地区 104 50.0 34.6 32.7 18.3 16.3 13.5 4.8 2.9 3.8 10.6 1.9

西部地区 103 50.5 35.9 31.1 19.4 18.4 8.7 3.9 3.9 3.9 11.7 1.0

農林漁業 4 25.0 - 50.0 50.0 25.0 25.0 - - - - -

鉱業 - - - - - - - - - - - -

建設業 26 80.8 34.6 19.2 30.8 26.9 19.2 - 3.8 7.7 3.8 -

製造業 28 42.9 25.0 57.1 14.3 7.1 14.3 7.1 10.7 3.6 7.1 3.6

電気・ガス・
熱供給・水道業

4 50.0 25.0 50.0 - - - - - - - -

運輸・通信業 17 29.4 47.1 35.3 11.8 11.8 11.8 - - - 29.4 -

卸売・小売業、
飲食店

53 41.5 37.7 32.1 20.8 15.1 13.2 7.5 5.7 3.8 17.0 -

金融・保険業 16 43.8 37.5 31.3 31.3 12.5 6.3 6.3 - - 12.5 -

不動産業 1 100.0 - 100.0 100.0 - - - - - - -

サービス業 98 53.1 27.6 24.5 12.2 20.4 5.1 5.1 2.0 3.1 9.2 5.1

その他 53 58.5 39.6 32.1 13.2 20.8 5.7 3.8 3.8 9.4 18.9 1.9

５～９人 109 56.0 35.8 25.7 15.6 19.3 8.3 4.6 4.6 - 8.3 1.8

10～29人 91 44.0 33.0 36.3 14.3 17.6 9.9 3.3 3.3 6.6 11.0 2.2

30～99人 51 45.1 33.3 35.3 17.6 11.8 9.8 5.9 2.0 3.9 21.6 3.9

100～299人 24 58.3 25.0 37.5 29.2 16.7 8.3 4.2 - 12.5 20.8 4.2

300～999人 16 43.8 25.0 50.0 25.0 25.0 12.5 6.3 - - 6.3 -

1,000～1,999人 5 60.0 20.0 20.0 - 20.0 - 20.0 - 20.0 40.0 -

2,000人以上 2 100.0 100.0 50.0 50.0 50.0 50.0 - 50.0 50.0 - -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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11．ユニバーサルデザインを取り入れる上での課題 

【問５で「１ 取り入れている」と回答した事業所のみ】 

問８ 貴事業所がユニバーサルデザインを取り入れる上で、課題となっていることは何です

か。あてはまるものすべてに○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

ユニバーサルデザインを取り入れる上での課題は、「情報が不足している」が26.8％と最も

多く、次いで「生産コストが増大する」が26.1％、「従業員の知識・認識が不足している」が

22.9％などとなっている。 

 

  

情
報
が
不
足
し
て
い
る

生
産
コ
ス
ト
が
増
大
す
る

従
業
員
の
知
識
・
認
識
が
不
足

し
て
い
る

利
益
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
基
準
が
な
い

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
関
連

製
品
の
市
場
が
成
熟
し
て
い
な

い 技
術
が
不
足
し
て
い
る

新
た
な
研
究
・
開
発
資
金
が
不

足
し
て
い
る

法
令
な
ど
の
制
約
が
あ
る

顧
客
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

事
業
所
内
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い そ
の
他

無
回
答

26.8 26.1 

22.9 

15.8 15.8 

12.3 
9.7 8.7 

7.4 

3.2 2.6 

13.2 

7.4 

0%

10%

20%

30%
（N=310）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

所在地別では、“中部地区”では「生産コストが増大する」が27.9％と最も多くなっている。

また、“中部地区”で「新たな研究・開発資金が不足している」が15.4％と、他の所在地に比

べてやや多くなっている。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

「情報が不足している」や「従業員の知識・認識が不足している」と感じている事業所が

多いことから、業種、従業員規模に応じたきめ細かな情報発信が必要である。 

調
査
数

情
報
が
不
足
し
て
い
る

生
産
コ
ス
ト
が
増
大
す
る

従
業
員
の
知
識
・
認
識
が
不

足
し
て
い
る

利
益
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
基
準
が
な

い 技
術
が
不
足
し
て
い
る

新
た
な
研
究
・
開
発
資
金
が

不
足
し
て
い
る

法
令
な
ど
の
制
約
が
あ
る

顧
客
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

事
業
所
内
の
理
解
が
得
ら
れ

な
い

そ
の
他

無
回
答

東部地区 95 26.3 20.0 20.0 16.8 18.9 16.8 4.2 2.1 8.4 3.2 2.1 11.6 8.4

中部地区 104 24.0 27.9 22.1 14.4 9.6 10.6 8.7 15.4 5.8 2.9 - 16.3 7.7

西部地区 103 30.1 30.1 24.3 13.6 18.4 9.7 13.6 7.8 7.8 3.9 3.9 12.6 5.8

農林漁業 4 50.0 25.0 - - - - 25.0 - - 25.0 - - -

鉱業 - - - - - - - - - - - - - -

建設業 26 7.7 30.8 19.2 11.5 11.5 7.7 11.5 7.7 7.7 - - 11.5 19.2

製造業 28 25.0 35.7 35.7 28.6 14.3 14.3 25.0 10.7 - 3.6 - 7.1 7.1

電気・ガス・
熱供給・水道業

4 25.0 25.0 - - - 25.0 - - - - - 25.0 -

運輸・通信業 17 17.6 29.4 23.5 11.8 - - - 11.8 17.6 - 5.9 17.6 5.9

卸売・小売業、
飲食店

53 39.6 18.9 22.6 17.0 18.9 15.1 11.3 5.7 5.7 5.7 1.9 17.0 -

金融・保険業 16 43.8 43.8 31.3 12.5 43.8 - 12.5 6.3 12.5 - - 6.3 -

不動産業 1 - - - - 100.0 - - - - - - - -

サービス業 98 24.5 25.5 20.4 17.3 15.3 15.3 3.1 8.2 7.1 3.1 4.1 13.3 9.2

その他 53 22.6 24.5 20.8 7.5 15.1 11.3 9.4 13.2 7.5 3.8 - 17.0 9.4

５～９人 109 24.8 20.2 19.3 15.6 15.6 12.8 7.3 9.2 11.0 5.5 0.9 13.8 7.3

10～29人 91 28.6 28.6 22.0 17.6 12.1 12.1 9.9 7.7 4.4 2.2 3.3 15.4 8.8

30～99人 51 21.6 31.4 27.5 13.7 19.6 13.7 7.8 7.8 5.9 2.0 - 11.8 2.0

100～299人 24 33.3 20.8 20.8 12.5 20.8 16.7 12.5 16.7 4.2 - - 12.5 8.3

300～999人 16 31.3 43.8 37.5 - 18.8 6.3 12.5 6.3 6.3 6.3 12.5 6.3 6.3

1,000～1,999人 5 20.0 60.0 - 20.0 40.0 - - - 20.0 - - - 20.0

2,000人以上 2 - - - - - - - - - - - 100.0 -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
関
連
製

品
の
市
場
が
成
熟
し
て
い
な
い 
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12．顧客の満足度を向上させるために重視している点 

問９ 貴事業所は、日常の事業活動において顧客の満足度を向上させるため、どのような点

を重視していますか。あてはまるもの３つまで○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

顧客の満足度を向上させるために重視している点は、「品質や性能」が56.9％と最も多く、

次いで「顧客にとっての安全性」が51.5％、「使いやすさ・わかりやすさ」が34.5％などとな

っている。 

  

品
質
や
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能
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客
に
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の
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全
性

使
い
や
す
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・
わ
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り
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す
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の
配
慮

価
格
の
安
さ

事
業
所
の
イ
メ
ー
ジ

商
品
の
美
し
さ
・
外
見

色
・
サ
イ
ズ
な
ど
の
豊
富
な
バ

リ
エ
ー

シ
ョ
ン

ヒ
ッ
ト
商
品
を
つ
く
る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

56.9 
51.5 

34.5 

23.9 22.5 22.5 

13.3 

4.9 4.3 3.9 
0.9 2.2 

0%

20%

40%

60%
（N=788）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

業種別では、“電気・ガス・熱供給・水道業”では「使いやすさ・わかりやすさ」が58.8％

と最も多くなっている。また、“不動産業”では「事業所のイメージ」が85.7％と最も多くな

っている。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

「顧客にとっての安全性」や「使いやすさ・わかりやすさ」はユニバーサルデザインの基

本的な考え方であるため、企業活動とユニバーサルデザインへの取り組みは関連していると

いう点をＰＲしていく必要がある。 

調
査
数

品
質
や
性
能

顧
客
に
と
っ

て
の
安
全
性

使
い
や
す
さ
・
わ
か
り
や
す

さ 環
境
へ
の
配
慮

価
格
の
安
さ

事
業
所
の
イ
メ
ー

ジ

商
品
の
美
し
さ
・
外
見

色
・
サ
イ
ズ
な
ど
の
豊
富
な

バ
リ
エ
ー

シ
ョ

ン

ヒ
ッ

ト
商
品
を
つ
く
る
こ
と

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

東部地区 263 55.5 49.8 31.9 27.8 23.6 20.9 14.4 5.7 5.7 5.7 0.8 -

中部地区 262 59.2 50.8 37.8 24.4 21.4 24.8 13.7 5.0 4.2 1.5 1.1 1.5

西部地区 252 57.9 56.3 34.9 20.2 23.0 22.6 12.3 4.4 3.2 4.8 0.8 1.2

農林漁業 12 75.0 66.7 25.0 16.7 33.3 16.7 25.0 8.3 - - - -

鉱業 1 100.0 - - - - - - - - - - -

建設業 92 69.6 55.4 34.8 27.2 25.0 14.1 26.1 2.2 - 3.3 - 2.2

製造業 111 89.2 37.8 25.2 19.8 37.8 4.5 17.1 3.6 6.3 - 0.9 0.9

電気・ガス・
熱供給・水道業

17 23.5 47.1 58.8 35.3 29.4 35.3 5.9 - - 5.9 5.9 -

運輸・通信業 37 54.1 64.9 24.3 45.9 13.5 18.9 - - 2.7 2.7 - -

卸売・小売業、
飲食店

168 63.1 45.8 32.1 13.1 31.0 19.0 17.3 14.9 10.7 6.0 0.6 0.6

金融・保険業 29 34.5 58.6 41.4 27.6 - 51.7 - - 3.4 10.3 - -

不動産業 7 14.3 57.1 - 14.3 14.3 85.7 - - - 14.3 - -

サービス業 201 49.3 53.7 40.8 24.4 19.9 29.4 9.5 2.0 3.0 3.5 0.5 0.5

その他 92 31.5 65.2 41.3 33.7 3.3 31.5 6.5 3.3 - 5.4 3.3 2.2

５～９人 354 56.5 46.6 37.0 16.7 26.0 25.4 14.4 5.9 3.7 4.8 1.1 0.8

10～29人 229 58.1 54.1 31.0 29.3 23.6 18.8 19.2 4.8 4.4 3.5 0.9 0.9

30～99人 111 59.5 58.6 30.6 28.8 19.8 25.2 3.6 4.5 8.1 3.6 - -

100～299人 40 50.0 67.5 30.0 37.5 12.5 17.5 10.0 2.5 - 2.5 2.5 2.5

300～999人 23 65.2 56.5 60.9 43.5 17.4 21.7 4.3 - 4.3 - - -

1,000～1,999人 6 66.7 66.7 50.0 16.7 - 33.3 - - - - - -

2,000人以上 5 60.0 80.0 60.0 60.0 - 20.0 - - - - - -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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13．ユニバーサルデザイン推進のために行政に期待すること 

問10 企業・事業所がユニバーサルデザインを取り入れていくために、行政にどのようなこ

とを期待しますか。あてはまるもの３つまで○印をつけてください。 

 

＜全体結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜結果の分析＞ 

ユニバーサルデザイン推進のために行政に期待することは、「事業所向けの情報提供」が

50.9％と最も多く、次いで「事業所向けの助成・融資制度の創設」が36.4％、「消費者に対す

る意識啓発」が24.6％などとなっている。 
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業
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向
け
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催

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配

慮
し
た
製
品
の
研
究
・
開
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業
所
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ザ
ー
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製
品
・
サ
ー
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に
対

す
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度
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の
他

行
政
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は
特
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期
待
し
て
い
な

い 無
回
答

50.9 

36.4 

24.6 
21.4 21.3 

8.4 7.2 
2.8 

9.1 
4.7 

0%

20%

40%

60%
（N=788）
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＜属性別結果＞ （単位：％、調査数は事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜属性別結果の分析＞ 

業種別では、“運輸・通信業”では「事業所向けの助成・融資制度の創設」が54.1％と最も

多くなっている。 

 

＜属性別結果からの考察＞ 

「事業所向けの情報提供」が多いことから、引き続き広く情報提供を行い、“農林漁業”や

“金融・保険業”等、必要とされている業種に適した情報発信の工夫が必要である。また、

“農林漁業”と“運輸・通信業”で「事業所向けの助成・融資制度の創設」が多くなってい

ることから、資金的な支援についても検討していく必要がある。 

調
査
数

事
業
所
向
け
の
情
報
提
供

事
業
所
向
け
の
助
成
・
融
資

制
度
の
創
設

消
費
者
に
対
す
る
意
識
啓
発

誰
も
が
使
い
や
す
い
製
品
開

発
や
利
用
し
や
す
い
サ
ー

ビ

ス
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

配
慮
し
た
製
品
の
研
究
・
開

発 事
業
所
向
け
の
専
門
家
（

ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）

派
遣

優
れ
た
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
に

対
す
る
表
彰
制
度
の
創
設

そ
の
他

行
政
に
は
特
に
期
待
し
て
い

な
い

無
回
答

東部地区 263 52.9 43.0 25.5 19.8 22.1 8.4 6.5 1.5 9.1 1.9

中部地区 262 49.6 36.3 22.5 22.9 21.0 8.4 8.4 3.8 8.0 5.0

西部地区 252 52.0 31.0 27.0 22.2 21.8 8.7 7.1 3.2 10.7 3.6

農林漁業 12 58.3 58.3 8.3 25.0 16.7 - 8.3 - 16.7 -

鉱業 1 - - - 100.0 100.0 - - - - -

建設業 92 55.4 44.6 32.6 25.0 27.2 2.2 12.0 1.1 5.4 3.3

製造業 111 47.7 36.9 22.5 26.1 19.8 9.0 11.7 3.6 11.7 4.5

電気・ガス・
熱供給・水道業

17 52.9 23.5 23.5 29.4 23.5 - - 5.9 5.9 11.8

運輸・通信業 37 45.9 54.1 16.2 21.6 13.5 5.4 8.1 2.7 5.4 5.4

卸売・小売業、
飲食店

168 53.6 35.1 30.4 21.4 19.0 11.3 4.2 3.0 9.5 3.0

金融・保険業 29 58.6 13.8 20.7 24.1 41.4 10.3 13.8 - 3.4 -

不動産業 7 57.1 14.3 - 14.3 14.3 - 14.3 - 14.3 -

サービス業 201 53.2 37.8 21.4 20.9 19.9 12.9 4.5 1.5 10.9 2.5

その他 92 43.5 33.7 26.1 14.1 26.1 4.3 7.6 5.4 8.7 5.4

５～９人 354 52.0 37.3 26.0 21.5 19.2 6.8 5.6 2.3 10.2 4.2

10～29人 229 48.9 36.7 27.5 22.7 27.1 8.3 8.7 3.1 8.3 3.5

30～99人 111 48.6 33.3 18.9 13.5 17.1 18.0 7.2 4.5 14.4 1.8

100～299人 40 60.0 45.0 17.5 32.5 20.0 5.0 10.0 5.0 - 2.5

300～999人 23 69.6 39.1 26.1 30.4 21.7 4.3 17.4 - 4.3 -

1,000～1,999人 6 66.7 33.3 33.3 33.3 16.7 - - - - -

2,000人以上 5 40.0 60.0 20.0 20.0 40.0 - 20.0 - - -

所
在
地
別

業
　
種
　
別

従
業
員
規
模
別
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14．自由意見（抜粋） 

その他、ご意見等ご自由にご記入ください。 

 

○高齢化の進む社会で今後の取組課題と考えられます。今後とも御指導下さい。 

○弊社は警備会社ですが、駐車場案内をさせて頂いている為、ユニバーサルデザインに関

するサービスは関心をもっております。 

○ユニバーサルデザインの主旨については賛成です。弊社としても取り組んでいかなけれ

ばと思いますが、人材不足や経費の件とかで、なかなか取り入れることは難しいと思い

ます。 

○生産者側、消費者側両方の立場にもなります。なにか協力できることがあれば。 

○車椅子トイレ、スロープ位しかわからない。 

○使いやすさというのは、製品開発の基本事項ですから、特にユニバーサルデザインを意

識したことはない。 

○宿泊客に満足していただける環境サービスの面で大切であると考えている。 

○アンケートを機に、ユニバーサルデザインということに改めて着目することができまし

た。 

○お客様のことを考えますと推進していこうと考えますが、本社の意向に添っています。 

○普及にあたっては、意識の啓発が重要と考える。 

○放送の観点から、物質的なものではありませんが、物に対する見識として、考慮するこ

とは言葉遣いにも変化が出るものと考えています。また、スタジオなどだれでも利用し

やすい環境をつくっていくことは必要なことだと思います。 

○ユニバーサルデザインの資料をお送り下さいましてありがとうございました。テーマが

大きすぎて力不足を痛感しておりますが、企業として身近な問題から改善向上をしてい

きたいと思います。 

○耳にした事がないのですが常識的にやっている事もあると思います。 

○弊社の製品は使用する年齢、性別が限られています。ユーザーが使いやすいようニーズ

を確認した上で製品開発を行っています。 

○当事業所は、美容院ですので、質問内容について少し違った意味を感じました。ただ、

美容業では、利用施設など危険のない利用しやすい場所作り、介護サービスに関して、

取り入れていくと考えています。 

○基本的に下請で製品開発はしていません。製造設備は作っていますが、使いやすいもの

であることは当然考慮に入れています。 

○金融関係の事業所につき、あまりユニバーサルデザインに取り組むということがイメー

ジできませんでした。 

○建設業はユニバーサルデザインの意味、方向性、何の為かさっぱりわかりません。 
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３ 調査票 
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平成27年度 ユニバーサルデザイン事業所取組調査 

 

静岡県 くらし・環境部 県民生活局 県民生活課 

〒420-8601 静岡市葵区追手町９番６号 

TEL 054-221-3153 

E-mail shohi@pref.shizuoka.lg.jp 

http://www.pref.shizuoka.jp/ud/ 

 

委託先 

株式会社サーベイリサーチセンター 静岡事務所 

〒420-0853 静岡市葵区追手町８番１号 TEL054-251-3661 

 


